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親の機能についての一考察
「子どもを受容すること」一※
石　井　富美子※※
親子をめぐる状況
　平成8年度の厚生白書ωのテーマは「家族と社会保障一家族の社会支援のために一」をかか
げ，平成10年度（2）は「少子社会を考える一子どもを産み育てることに『夢』をもてる社会を一」
のテーマもとに編纂されたことが示すように，今，日本の親子をめぐる状況は大きく変化しつ
つある。とりわけ，子どもの最初の養育環境である家族の変化には著しいものがある。このよ
うな状況下で，しくみの急速な変化と親の意識との間にずれが生じ，親子の機能が歪んだり，
十分に機能が果たされなくなっている。
　核家族化と少子化は子どもの養育環境に大きな影響を与え，家庭での人とのかかわりは質量
ともに貧弱になっている。きょうだいが少ない子どもに親の期待は集中して大きくな：り，物質
的には恵まれて高い教育が一般化している。学歴主義から能力主義への変化の兆しが見られる
ものの，子どもたちの知識偏重の生活はあまり変わりなく，遊びや働くという貴重な経験を失
い，人間関係の希薄化に拍車をかけている。
　日本では，戦後，「夫は外で仕事を，妻は家庭で家事・育児を担う」という性役割分業が確立
し，専業主婦化が進み，1970年前半に固定的な性役割分業が最も山般化した5国際比較調査（3）
で明らかにされているように，仕事に忙しい日本の父親は子どもと接触する機会は，他国に比
べて非常に短い。一方，育児をまかされた母親は，その責任の大きさに懸命になるほど過保
護・過期待を強めている。育児に不安や不満を抱く母親も少なくない。子どもに関わる経験が
ほとんどなく親となり，核家族で身近にモデルも相談相手もなく，父親不在の孤独な子育て
が，母親のストレスを招いている。学歴偏重の社会にあって子どもの受験は，新たな心理的負
担を母親に課している。
　子育てだけに終わらない長くなった人生のなかで，女性は母親であること以外の「自分自
身」の生きがいを求めるようになった。・1970年代半ば以降，女性の社会進出が進展し，既婚女
性の就業者が増えはじめ，1996年には専業主婦数を上回るように・なった。しかしながら，妻・
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母親が仕事をもつ夫婦・親の間でも「男は仕事，女は家事・育児」という性役割分業は引き継
がれており，ほとんどの夫・父親は「女性は仕事をもつのはよいが，家事・育児をきちんとす
べきである。」と考えている。女性が仕事をすることには寛容になってきているが，「男は仕事
中心，女は家庭中心」という意識があり，家事・育児は夫・父親は分担されていない。若い世
代では，意識の上でも行動の上でも夫・父親が家事・育児に参画しはじめているが，多くの
妻・母親は，家事・育児に加えて仕事と，負担が過重にかかる状況下にある。
親の機能一愛護と社会化一
　子どもの発達を支える親の機能は，大別すると二つに集約することができる。一つは子ども
の存在をありのままに受容し，慈しみ包み込む愛護の機能であり，もう一つは子どもを社会的
存在として鍛え，導く社会化の機能である。明治期から世界第二次大戦までの伝統的な社会で
は，愛護の機能は母親が，社会化の機能は父親がそれぞれ性役割分担してきた。それゆえ，そ
れらの機能は母性・母性原理と父性・父性原理といわれてきた。
　母性原理と父性原理はコ・ング（Jung，　C，　G．）の用語である。前者は「包む」原理で，やさし
さ・受容・保護などを意味する。後者は「切る」原理で，きびしさ・規律・鍛練を意味する。
フロム（Fromm，　E）は，母性愛は無条件の絶対的な愛であるが，父性愛は望ましい行動をする
から子どもを愛するという条件づきの愛であると定義している。パーソンズ（Parsons，　T．）に
よれば，家族が集団として適切に機能していくためには，家族メンバー問の感情的問題を調整
する表出的・統合的役割と家族と外部環境とのあいだを調整する道具的・適応的役割を，家族
メンバーが協力して分担しなければならない。前者は主として母親が，後者は主として父親が
分担するという。
　戦後，「夫は外で仕事を，妻は家庭で家事・育児を担う」という性役割分業が確立し，愛護の
機能と社会化の機能との両機能を母親が果たすようになった。また，父親が育児を分担した場
合には，社会化の機能ばかりでなく，愛護の機能も果たしている。このようにこれらの機能は
性に固定的に付随したものではないことが明らかになってきた。
　早くから，文化人類学で実証されているように，人間の場合，母性や父性は本能ではなく社
会の仕組みの中で獲得されるものである。社会の仕組みが変化すると，母性や父性の在り様も
変わってくる。今日，「子育ては母親でなけれぽできないjr母親の方が適している」あるいは
「子どもの発達初期の子育ては親だけしかできない」という固定観念から開放されて，父親と
母親の責任のもとに，子どもの発達にとって不可欠な愛護の機能と社会化の機能をいかに柔軟
に果たしていくかが問われているといえるだろう。
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発達初期の愛着と受容
　「愛着」は人と情緒的に結びつきたいという要求をもつ状態をさす。社会生活をし，相互依
存的に生活してきた人間にとって，愛着は生存の基盤となる本質的な要求のひとつであると考
えられる。乳幼児期で消えるものではなく，その表現の仕方や対象が成長につれて変化し，人
間が生涯にわたって保持しつづける要求である。乳児との間に最初に形成される愛着関係の対
象となるのは，多くの場合，産みの性をになっている母親である。生命を維持するために全面
的に母親をはじめとしたおとなに依存し，何もきないようにみえる乳児の育児はとかく身体的
養護に目が向きがちであるが，心を育てるきわめて大切な営みである。
　母胎からの分離に始まり，乳児期という1年の間に直立歩行を完成し，生理的に離乳する。
この時期に，乳児は母親との応答的な相互作用を通して，適切な精神的栄養を与えられること
によって愛着関係が形成され，この世界に基本的信頼をよせるようになる。基本的信頼は，自
己の要求が満たされると確信する時に生じる感情である。この過程では，乳児は母親の行動を
積極的に引き出す役割を演じている。この時期に愛着関係が形成され，基本的信頼感が獲得で
きないと，乳児は無気力で，ひっこみがちで，悲しげな行動によって特徴づけられる。
　愛着関係を形成するのに最も重要なのは，・親の愛護の機能である。母親が「子どもをありの
まま肯定し，受容する」この機能を十分に発揮するためには，「自分自身をありのまま受け容れ
て肯定する」ことができていなくてはならない。母親が自分自身を受容することの内的意味は
大きいにもかかわらず，今日，自己肯定あるいは自己受容できない状況は，多少なりとも母親
として生きる多くの女性に共通している。出産以前には，自己実現を追求する生き方をしてき
た女性が，80年余の人生においてそれほど長くはない期間とはいえ，母親となるや少なくても
1年間，自己を極小化して生きることを強いられる。その結果，二つの価値の間で葛藤をおこ
し，母親として生きている現在の自分を肯定できなくなる。
　一人の女性が母親になるということは，まさに独立した一人の人間という感覚をもつ個人
が，子と自分とが共生しているという感覚をもつ親へと変身したものといえる。蘭ωは，女性
が母親になる受胎から出産までの10か月に満たない月日に，心や態度において，形成される心
の変化を特徴づける言葉として，rCo一セルフ」という概念を提言している。Co一セルフと
は，“共なる自分”ということであり，自分一人置けの自分でないことを感じ行動することを
意味する。つまり，このCo一セルフは，子どもの生命がかかっており退いたり，解消するこ
とのできない強力な人間関係によって形成される“拡大化された自分”といえる。女性が「拡
大化された自分」自分だけの自分ではない時期は，1人の子どもをもって3－4年，2人の子
どもをもっても10年であり，人生80余年の時代を生きる私たちにとって決して長いとはいえな
い。しかし，個人として自分の主張を強くもつように育った女性にとって，自分だけの自分で
はないこの時期は，喜びと充実感に満ちあふれているわけではない。
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　愛着関係を形成し，子どもを受容する環境が脆弱になりつつあることは，重大な問題であ
る。アメリカでは，母子の愛着関係が希薄になり，貧困によらない幼児虐待や養育放棄が増加
した。「子どもを新たな家族の成員として歓迎し，養育するには，夫婦に対して何らかの公的な
資格試験が必要である」と唱える社会学者がいるほどの状況を呈している。人間の場合愛護の
機能も獲得されるものであるから，社会のしくみが急速に変化した日本でもこのような傾向が
見えはじめている。
子どもを受容すること
　ここでは，祖父が子どもを受容している情景を母親が記録した「小さなやりとり」⑤（『育て
るものの目』津守房江著）について，保育を志向する学生が自由記述したものをてがかりにし
て，受容することにどのような側面と関連性があるかを捉えてみることにする。38名（女子33
名，男子5名）の学生に，解説的な部分を削除したプリントを配布し，筆者がゆっくりと朗読
をした。その後20分間で，考えたこと，感じたことを自由記述してもらった。
受容的な態度と共感
　受容的態度は，子どもがしたいと思っていることができた時に共に喜ぶ感情を反映してい
る。
　（1）A子が自分で拾った花びらを祖父に差し出したのは，きれいな花びらを祖父に分けてあ
　　げたかったのだと思う。
　②　A子が拾った杏の花びらは，A子にとっての宝物。「きれいでしょ。いいでしょ。見て」
　　そんな嬉しい精一杯の気持ちを祖父にも分けてあげたいというA子に対して「はい，あり
　　がとう」と膝をおり，腰をかがめて，孫と目の高さを合わせようとしている祖父の優しさ
　　が素敵である。祖父とA子の問に大切な宝物を共有するという時間ができた。
　（3）祖父が自分を受け容れて楽しんでくれるのを，A子は嬉しく思っている。祖父は可愛い
　　孫ということもあり，子どものやることを温かく見守り，成長を楽しんでいるように思え
　　る・。
　（4）祖父はA子の喜びと愛情表現をそのまま受けとめ，同じように返してくれる。A子に，
　　とってこんなに嬉しいことはないと思う。
受容することと子どもの立場に立つこと
　おとなが子どもを受容すると，上下関係という縦の関係ではなく，同じ横の関係になる。
　（5）祖父は子どもと同じ目線で遊んでくれる友達のような存在なのだろう。A子のしたいよ
　　うに一緒に遊ぶことによって，祖父はA子にとって自分を分かってもらえる相手，友達の
　　ような存在になったのだと思う。
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（6）　「次はこれができるだろう」と考えない姿勢がこどもとのいい関係を作っていく。
（7）長身の祖父は，A子の高さまでしゃがんで同じ目の高さにして［はいありがとうコと
　いった。同じ目の高さで受け入れられるとお互いに気持ちが伝わり，さらにA子は嬉し
　かったと思う。手をさしのべるだけで花びらを受け取ることは出来ても，お互いの気持ち
　は伝わらないと思う。
（8）子どもの目線に合わせて子どもと向き合って話す。
（9）子どもの小さな興味に付き合う。
⑩子どもは喜び，悲しみ，怒りなどストレートにぶつけてくることがあるが，子どもの気
　持に立って理解する。
（11）子どものしたいように一緒に遊ぶ。
⑫　子どもが何かをしている時，満足のいくまでやらぜてあげ，受け容れることが大切であ
　る。
㈹　祖父とA子の関係は，何の含みもない，ありのままの姿である。ありのまま受け容れる
　ということは，人間関係を築いていくために大切なことであり，子どもに対する愛情のか
　たちであると考えた。
受容することと痛み
　受容している時には，他の人には許ぜないことが許せたり，自分の体の痛みやきつさが気に
ならないことがある。
　qの頭の薄い人が自分の頭をおもちゃにされたらムッとくるかもしれない。
　㈹　祖父は頭を叩かれても決して怒ったりすることなく，全身で受け容れている。
　㈲　長身の祖父がA子のために大変だろうが，ゆっくりと腰をかがめて大事に「ありがと
　　う」と言い，受け取った姿にA子は喜びを感じたのかもしれない。互いの心が通じ合った
　　からこそ，次の「オツム　テンテン」をして遊ぶことができたのではないだろうか。
　（m　孫であっても，頭を叩いたら「これはしてはいけないことだよ」と注意するが，この祖
　　父はA子が頭を叩いている間じっと頭を差し出している。これはA子が満足している姿を
　　見て，自分も同じ気持ちでいるからなのだろう。互いが同感できることは素敵だと思っ
　　た。
　⑬　「オ’ッム　テンテン」とA子が遊んでいる時，祖父の顔は赤くなっていた。長身の祖父
　　にはきつい姿勢でも孫と遊ぶ楽しさや嬉しさの方が勝っていたのだと思う。祖父にとって
　　孫と遊ぶことは幸せ」のひとつであり，つらい姿勢など気にならなかったのだと思う。
　⑲　A子が「オツム　テンテン」と遊んでいる時，祖父にとって腰にきつい姿勢であるはず
　　だが，祖父はやすらぎを感じている。
受容と子どもとの距離
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　いつも子どもと一緒にいると子どもの気持ちに気づかないことが多い。心理的な距離をもつ
と子どもの気持ちを理解できる。
⑫①　いつも子どもと一緒にいる母親は，子どもの気持ちに気づかないことが多い。このよう
　　に祖父と関わっている子どもを見つめてみると，気づきが生まれる。
⑳　A子を見守っていた母親は改めて，子どもの純粋さに気づいたと思う。
⑳　問にA子の親をはさんで，祖父はA子にとって近くて遠い存在であるからこそ，A子の
　気持ちに添うことができるのであろう。
受容することと時間の流れ
　受容している場面では，時間がゆっくり流れているように感じられる。
　㈱　穏やかな気持ちで，のんびりと接することができる時，また子どもを純粋な眼差しで見
　　守れる時，受容が達成されるのではないか。
　⑫①忙しいと子どもを受け容れることは難しい。大人は現実の世界があり，忙しく，焦って
　　おり，子どもとのんびりと付き合うことがなかなかできない。
　㈱　祖父は多くを子どもに語らず，子どもの好きなように「次は何」などと子どもを急かせ
　　ないことが子どもにやすらぎを与えているのではないかと思う。
　㈱　子どものテンポに合わしている。
⑳　本当にゆっくり時間が流れていると思った。私だったら祖父のようにA子が「オツム，
　　テンテン」をやめるまで付き合うということはできないと思う。これは祖父だからできた
　　ことなのかもしれない。
㈱　今，おとなになって子どもに関わってみると，視野の狭さに気づかされる。毎日，忙し
　　く過ごす私たちに比べ祖父母といったお年寄りは，子どもと同じ立場に立って物事を見た
　　り，受け入れたりすることができるのではないだろうか。
受容することと信頼感
　子どもの気持ちを尊重し，子どもの存在をそのまま受け容れることは，子どもに喜びや満足
感をもたらし，信頼感が育つ。
　⑳　祖父はA子から花びらを受け取り，自分の頭をA子の遊ぶものとして与えた。祖父はA
　　子が自分の頭で「オツムテンテン」をして遊んでいるのをずっとやらせていた。普通だっ
　　たら，［もうお終い］といって，顔が赤くなるまでやらせておかないだろう。A子の気持ち
　　を尊重していると思う。
　O①祖父はA子の花びらを拾った嬉しい気持ちに優しく応えている。A子に気持ちを受け
　　取ってくれた祖父に対して「安心と喜び」の気持ちが生まれ，温かな信頼関係が育まれて
　　いる。ますますA子は祖父に好意を寄せるであろう。
　eD朝の二つの出来事は，お互いに幸せな時間であらただろう。　A子の祖父への信頼感や親
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　しみはますます大きくなっただろう。また，A子への可愛らしさも増したであろう。祖父
　とA子の気持ちが通い合った朝であったと思う。
e2）自分が子どもの頃，小さな虫やささいなものに興味をひかれた時，対応してくれるおと
　なには信頼感と安心感をもてた。また，相手にされなかった時の寂しさを覚えている。
受容的な態度と放任
　「受容的」という言葉は，しばしば，子どもがしたいと思っていることを何でもさせる「放
任」と「服従」を混同することがある。子どものしたがることをすべてさせてしまうのは，受
容ではない。そのような態度は，むしろ子どもに無関心であるか，おとなの自信のなさや無知
を示しているものだといってよい。子どもの要求すべてを受け入れることは子どもに対して無
責任である。子どもを大事に思い，配慮する気持があれぼ，子どもにとっても他人にとっても
害になることや破壊的な結果を生じるようなことを子どもがしそうになった時は，はっきりと
した態度でやめさせたり制限したりすべきである。受容的な態度というのは，その言葉の通り
に，その子どもの発達段階において正当だとみなされる活動はすべて，自由に寛大に認める態
度をさす。r㈹　子どもの要求をすべてそのまま満たすことと，存在を受け容れることの区別
ができるようになりたい。」の記述が示すように実際にはこの違いを子どもと関わりながら洞
察することは難しい。
受容と祖父母
　祖父母の方が母親よりも受容的態度を示すと，捉えている。
　GO　このようなやりとりは，祖父とA子の間であるからこそ成り立つのだと思う。祖父はA
　　子の喜びと愛情表現をそのまま受けとめ，同じように返してくれる。A子にとってこんな
　　に嬉しいことはないと思う。もし，この相手が祖父ではなく父親だったら，A子はもっと
　　興奮して杏の花びらを差し出し，それで遊ぶことを考えたかもしれない。子どもは，父・
　　母・祖父・祖母，それぞれに対して，異なった行動や表情で接する。それによって，さま
　　ざまな欲求を満たしている。
　㈲　祖父母は育児に直接の責任はないが，子育てをしてきた経験はある。長い間の忙しい
　　日々の後，今は落ち着いた生活を送っていて，精神的にも落ち着いている。子どもは敏感
　　に親のピリピリした態度と祖父母のゆったりした態度の違いを体で感じ取るのだと思う。
　　親以外の家族から大きな愛情を感じられるということは，子どものこれからの成長にとて
　　も大切なことだと思う。
　’㈹　祖父母というものは∫いるだけでやさしい雰囲気があるように思う。
　⑳　祖父母は母親と違ってあまり怒らないし，たくさん遊んでくれる。
受容と母親
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母親は子どもの存在をありのまま受容する機能を果たしていると捉えている者もいるが，む
しろ社会化の機能を果たしていると捉えているものがほとんどである。
㈹　祖父と母親が入れ替わったような役割をしている。
㈲　　「これができたから次はこれ」というおとなの思いに，子どもをのせようとする。
⑳　どうしても母親は，子どもに期待をしているので，ひとつ何かが出来ると次へ次へと進
　　もうとして子どもを急かしてしまう。
ω　親は子どもの成長・発達を望み，「あれができた」「これができた」と喜ぶ。確かに大事
　なことであるがその過程を急がしてはならない。
吻　母親は子どもが最初に出会う人であり，こういう風に育てたいという思いがある。親・
　母親は忙しく生活しており，子どもをありのまま受け入れるのはむずかしいと感じてい
　る。
㈹親は子どもに対して責任があり，育児に追われる中で，安らぐという時間を見失うこと
　がある。
㈹　今まで見たことがない祖父の大きな：「オツム」をみつけて，普段A子が母親と楽しむ
　　「オツム　テンテン」をやりたいと思ったのであろう。A子の気持ちを受けてさらに頭を
　低めてA子に届くようにした祖父の優しさが普段せかせかと忙しくしている母親にゆつく
　　り時間がながれているような穏やかさを与えた。
㈲　母親はいろいろやることがあり，時間を気にしがちであるから，ゆっくりとした子ども
　のペースに合わせてものを言ったり，対応して関われないのではないだろうか。
㈹　母親は忙しく生活しており，例え子どもを急かさないとしても，せかせかやらなくては
　という気持ちが子どもに伝わり，毎日の生活の中に安らぐ時間があまりないのではないか
　と思う。子どもの言動を注意深く見つめ，一日の中で少しでも子どもと向き合える時間を
　作った方がいいと思う。
㈹　親の不足しているところを祖父が補っているような役割分担がある。祖父のような存在
　があるにこしたことはないが，できれば両親もゆったりした気持ちで子どもと接していけ
　ればよい。
㈱　春のポカポカした陽気の日に，わた毛になったタンポポを見つけ驚き，うきうきした気
　持ちになり，ピアノ教室の帰りという気軽な気分も手伝って，わた毛をバッグのポッケッ
　．トいっぱいに詰め込んで家に持帰り，母親にフ．レ・ゼントした。子どもからのプレゼントを
　今忙しいからといって無視したり，断ってしまう行為は，子どもにとってすごく悲しい行
　為だと思う。
受容と保育
　㈲　保育老は，子どもとともに過ごす楽しさや大切さを忘れてしまいがちであるが一人の人
　　間として子どもに対する愛情や慈しみの気持ちを惜しみなく注ぐことが，子どもにとって
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　最も嬉しいのではないかと思った。
6①　自分は子どもと関わる時，ついついこちらから何かをさせようとして，いろいろな要求
　してしまうことが多い。時には，何も言わないでそばにいて子どもがしたいようにさせて
　あげたいと思う。その人がいると場が和むような穏やかな雰囲気をもった保育者になりた
　い。
⑳　実習でこの「小さなやりとり」のような和やかな場を経験したことがある。保育者が絵
　本や紙芝居を読んでいる時，自分のまわりに子どもたちが集まり，膝に座ったり，手を
　握ったり「，控えめな子は服をつかんだりと，小さなスキンシップが味わえる。子どもはそ
　れ以上を期待するわけではなく，自分もその雰囲気が快く，子どもと生活することの小さ
　な喜びを感じる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引用文献
（1）厚生省監修　平成8年度版「厚生白書」　ぎょうせい
（2）厚生省監修　平成10年度版「厚生白書」　ぎょうせい
（3）日本女子社会教育会1995「家庭教育に関する国際比較調査報告書」　日本女子社会教育会
（4）蘭香代子「母親モラトリアムの時代」　北大路書房
（5）津守房江「育てるものの目」　婦人旧友社
?
録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「小さな：やりとり」
　朝，A子と私が庭にでると，祖父に出会う。　A子はいま拾った杏の花びらを，祖父に差し出
す。「ジージ（祖父のこと）ドージョ」長身の祖父は，ひざを折り，腰をかがめて「ハイ，アリ
ガトウ」とていねいに受け取る。一心に見上げていたA子の目の前に，祖父の毛の薄い頭が近
づいて，それに興味をひかれたA子は「ジージ，オツム，テソテン」と手をのぼす。祖父は
「ハイ，ドウゾ」とさらに頭を低めてA子にとどくようにする。何回もくり返し「オツム，テ
ン，テソテン」といってピチャピチャ叩く問，祖父は長いこと，じっと頭を差し出している。
A子がすっかり満足して次に移ると，祖父も立ち上がり，やや赤くなった顔をゆすりながら，
また散歩をつづけられた。
　小やわらかな光の中で，ここだけゆっくり時間が流れているようなおだやかさが，いつまで
も心に残った。A子が祖父に出会ったとき，拾ったばかりの花びらを差し出したのは，　A子の
嬉しい気持を祖父にも分けたい思いがあったからであろう。A子はかくんと頭をのけぞるよう
にして，祖父を見上げ，手をのぼしている。精一杯なA子の気持ちであろう。真剣に高みを仰
いで，花びらをわたす子どもの姿は，いつも前かがみで，せかせかと忙しい私に，一瞬「ああ
子どもはこういう存在なのだ」という思いを起こさせてくれた。
　祖父はそんなA子に対して，しゃがみこんで，両手を差し出して，花びらを受け取ってくれ
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る。A子の気持ちは大事に受け取られたのであるが，そのことからさらに，遠く仰ぎ見ていた
祖父の光った頭が近づいてきて，オツム，テンテンをして遊ぶことになった。A子は何回もく
り返し遊び，すっ均・り満足して次に移る。祖父はその間，頭を差し出してしそうにつき合って
くれる。子どもの心の自然の流れにそってつき合うが，もっと面白くしょうとか，オツム，テ
ンテンができたから，次はチョチチョチアワワもできるだろう，などとは考えないようだ。そ
う考えるのは若い母親の熱い思いであるが，子どもにとって迷惑なときもあろう。このときの
祖父のように，自分の存在をそのままで受け入れ，楽しんでくれる人に，幼い子どもは安らか
な心を寄せるのであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「育てるものの目」津守　房江著）
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